
平沢小学校／院内小学校統合準備委員会 

第 1 回学校生活部会 会議概要 

 

  日時： 令和 8 年 5 月 19 日（火）18:00〜  

場所： 平沢小学校 ミーティングルーム  

 

1. 開会 

2. 学校生活部会部長あいさつ 

 院内小学校校長 畠山ゆかり  

3. 出席者・組織体制の確認 

学校・地域団体・PTA・園保護者会、事務局（行政）の出席者、19 名。  

 平沢小学校、院内小学校関係職員  

 各地区代表  

 平沢小学校・院内小学校 PTA 副会長  

 保育園・こども園保護者会会長  

 教育総務課・学校教育課（事務局）  

4. 第 1 回統合準備委員会の内容の確認 

 校名、校章、校歌については平沢小学校のものをそのまま継承。  

 組織の確認  

5. 協議 

(1) 校内外の生活の決まりごとに関すること 

 令和 9 年度から、両校で検討を進めていく。  

(2) 子ども会組織に関すること 

 町内の児童数の偏りがある。  

 統合しても町内の名前が消えるわけではないが、人数の都合上のまとまり（グルー

プ分けなど）を考慮する必要がある。  

(3) 体育着・名札・給食着に関すること 

 名札は平沢小学校のものを使用。給食着は両校とも同じであるので、これまでと同

じでよい。  

 話題になったこと：統合前の児童（特に新入生）の体育着について 

o 案①：「自由選択でよい：院内小学校または平沢小学校」 

 1〜2 年しか使わない可能性もある  

 サイズが合わなくなれば買い替える  

 無理に統一すると負担が大きい  

 保護者と子どもに選ばせた方がよい  

 

資料５ 

 



o 案②：「これまでと同じように院内小学校の体育着を購入する」 

 院内小学校に入学をするのに、平沢小学校の体育着だと違和感があ

る。  

 「院内小学校に入学した」という児童や在校生の気持ちを考える必

要がある。  

 地域や学校への愛着、地域の心情も尊重すべき。  

 統合後も着ることができる。統合後にサイズが変わった時に、平沢

小学校のものにしてはどうか。  

 院内小学校の PTA や新入学生の保護者の意見も参考にしながら考

えたらどうか。  

o 今後の進め方： 

 院内小学校で新 1 年生保護者からアンケートをとり、それを元に

PTA や学校運営協議会にて協議し 10 月をめどに決定。  

(4) 学習用具に関すること 

 校内外の生活の決まりごとと同様に、令和 9 年度から、両校で検討を進めていく。  

(5) スクールカラーに関すること 

 とくにこれと決まっている形はなく、平沢小学校のものを引き継ぐ。  

(6) スクールバス運行、通学方法に関すること 

① 乗降場所（バス乗り場）の候補 

候補地 特徴・課題 

赤側 北側

（北口） 
スペースが狭すぎるという懸念あり  

緑側（プー

ル付近） 

現在、親御さんの送り迎えでよく使われている場所。ただし、旧校

舎の門が立っており、周囲の道路も狭いため拡張が難しい。  

黄色側（南

門付近） 

【最有力案】 敷地が比較的広く、整備・拡張がしやすい。ただし、

一部に私有地が含まれるため、今後交渉が必要。  

② スクールバスの運行計画 

 想定車両： 中型バス 1 台 ＋ マイクロバス（29 人乗り）1 台の計 2 台体制。  

 想定児童数： 

o 小出線：45 人  

o 水沢・院内線：27 人（計 72 人程度。バス 2 台で対応可能と試算）  

 停留所： 基本はコミュニティバスのバス停を利用。危険がある場合は変更を協

議。  



③ 安全面・運用面での懸念点と意見 

 乗車時間の長期化： 

o 釜ヶ台から乗車する場合、Google マップの単純な移動（約 38 分）に加

え、乗り降りや時間調整を含めると実質 45 分〜50 分程度（あるいはそれ

以上）かかり、児童の負担が大きい。  

 乗降場所での安全確保： 

o バスを待つスペースでの児童の飛び出しや、早く着きすぎて遊んでしまう

ことへの危険性。ルールの策定や雨風をしのぐ対策が必要。  

o 昇降口（玄関）から乗降場所までの歩行ルートの安全確保（保護者の送迎

車との動線分離）。  

 コミュニティバスとの連携： 

o 過去に時間を調整してもらった経緯もあるが、現状のダイヤ（朝 6:55 発な

ど）では小学生には早すぎる・心配だという声があり、公共交通協議会へ

の働きかけや、始業時間を少し遅らせるなどの工夫、学校から少し離れた

場所で降ろして歩かせる案などが挙がった。  

 その他の意見： 

o バスの乗車確認  

o 指定席にするか  

o シートベルト対応  

o 始業時間調整の可能性  

o 下校時のバスは 2 台で対応ができるのか。  

6. その他 

 学童保育はどうなるのかも今後の課題として挙げられた。  

 こちらは、担当課も参加して今後別途協議すると説明された。  

7. 閉会 

 


